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人工肥培地によるマナシェルーム栽培  

高 橋 書 次 郎  

この報告の一部は食鴇の科学第8巻第8骨（1鍼叫及び第1同権詰大会  

研究発表会（1949）に発表Lたものである。  

第1部 マッシュルーろ栽培の遊歩   

マッシュルーム培養の起濾   

マッシュルームの原超が牧場や山野で発見されたのは非常に古いことである。このことを外駒の  

文献は次の後に記載している。   

野生のマッシュルームをエジプト人、ギリシャ人及びローマ∧達の問でシチュー料理把用いたと  

言うが恐らくずつと以前から人間に食用されたに追いない。現在でも未開の入超が亡れと同一種魔  

の茸類を食べていることからして吾々の苗代の免租も恐らくこの様な茸を食べていたと想像され  

る。これらの人々はマッシュルームのライフサイクルがスポア、菌糸、マツシ・ユルームの3つの段  

階から成れ立つ事に菊が付かす、これの繋鶉や手段を知らなかったので野生の茸の発見を唯一の頼  

みとした。   

茸の栽培に関する記録は1600年から始っている。この茸を組先の代からノくリーの市場へ出して  

いた農夫はこのものが当時高債であったので碑笑に何時でも搾ることが出来る迄に茸作りの秘港を  

会得しようと懸命の努力を続けた。彼等は艶代もの間受け流いだ知識と経験とを基とLて集散を重  

ぬわしたが兎も角彼等の栽培哉術冨一歩一歩同上Lて行った。  

17初年になって洞穴を栽培床を作る場所に用いる様になった。そ申結果は生産を喝したので芳  

の栽培は弔い刺戟を受けた。バリーの洞穴が用いられ始めたのもその頃である0   

茸の常用は逐年増し19世紀の初めには栽培の規模は著しく増大するように放った。18肘年よ  

り第，一次大戦に至る迄バリーから乾燥品又は総譜品が絶えずアメリカに造り出されていた0  

1898年｝｛ストウル研究所の Repin t博士がスポウンを作る方法を案出し、他の研究者の支持も  

あって間もなく完成した。斯様にこの茸が人工栽培される迄咤800年を饗した0   

その後米闘に於ては■ペン′シルバニア州チェスクー郡のFerdinandLambert氏が商巣的に生産  

する方法を研究して轟展させた。   

マッシュルームの総譜業は茸栽培と工場鰻蓮とを両方ともやらなけれぼならない。欝は鮮度を落  

すと速か牢香味と品質が恋化するから絶対に新鮮改変まで処理することを忘れてはならない。当然  

市場物を原料とすることは出来ない。絶語は長い間フランスで異逢されて釆た。これはそれ程大き  

な事兼では孜かったが比較的利益のあるものであった。   

マ：yシェルームの幡詩興遭汝の最初の記録はAppel・七によって次の如く述べられている。   

マッシュルームは充分形が出来て未だ固い時に床から捕淑する。根本を郊険してから水洗し、腹  
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水する目的で少量のバクー又は若干の良質オリーブ油と→緒にストーブ上のカセロールに入れて水  

分が年分叱なる追加熟する、それから陶鱒ノてンに入れて冷却してから壕に蕾めて湯煎で充分にボイ  

ルする。   

米闘でのマッシュルーム捷詩興近事菜は1〔）18年から初曇っている。この躇詰も他のものと同棲  

it［猟犬戦が刺戯となって発展した。EdⅣilrd HJauob氏はこの葦の大きな栽培家であったが栽培  

と同時に緒詩興逢を強てて成功し、今ではマッシュルームの段大の舷諸家である。生産の中心地慮  

ペン∵シルバエア州チェスクー邦で約2千菌ポンドの壷額がある、これはアメリカ全体の約8分の2  

を占めている。栽培と綾語の輿遭を同時に行う偵知の企ては1即8年パルチモアーの LouisMc・  

Muけay氏：によって初められたと言われている○当時のマ、ソシュノ1－ムの輸入は非常に大きな顧紅  

蓮していたのでアメリカ囲円で擢詣を袈達することは確かに有利である様に思われた。そこでプラ  

㌣ス晶紅対競すべく大規模な準備をしたわけであるが、彼に経験が乏しかったためか栽培又は袈漣  

の何れかに不可避的な惑い給果が放いて起ったので不串にも逮に成功せすに終っている。   

従来のマッシュルーム栽培   

マッシュルームの商巣的栽培は特殊な事柴であるから特別な専門の知識経験と設備が必馨である   

晋作りの床は一般に長く低くそして狭い翠傲のものを数多く作る。湿度変化を避ける必聾のため  

に特に康んで中益のタイルで構築する。大体年中150C附近に保つ様、中盗タイルであれぼ凄層  

暑さを峯は寒さを防ぐに都合が良い。此の過度を保たせるための附庵設備としては必要に傲じて冷  

水又は熱水を通するノミイブを設ける。文通風設備も温度の調節や瓦斯披を自由に出来る橡に設ける  

床は基間を極度に利用するために幾段にも重ぬて配列するのが普通である。   

茸搾庭必要なものは清潔な小穿稗を以て凄かせた厩肥で（乾草と穀物を食べた健寮な博の新しい  

肥）と清潔別巴土が要る。牝牛や串の糞肥或は道路の掃集め，酪暦，クレブールの様な滑凄斉陀含  

むもの等皆不適当である。その他番繹からの合成肥料、或は他の廃物から化学的及び生物学的作用  

を應用した新しい合成潅による合成肥料等も不適当である。   

厩肥は清潔な場所で霹天で又は小屋根の下で機構配合される。嘩構は高さ約3択、幅約6択で長  

さは望むだけの長さでよい。漁り具合は調節するが余り濡れ過ぎない校注意する。温度は余り高温  

になると菌の活動が抑制されるから重体をフォークでよく凝き混ぜる。大体（；50C 以下、旧寒れ  

ぼ5さOC附近が堆櫛時の適当泡盛であ、る。この厩肥む堆横顔が厄介であるから液近は特殊機構も考  

妄象されている。堆肥は2ケ月又はそれ以上の聞流けて積換え等を行い泡盛が下って来た時に－一部分  

薗熟した配合肥料の形で床に引込む。厚さ1釈放に平らに敷き込むか或は約15吋の高さで幅を均  

等にした瞳形に作る、堆肥を床で検査して 2lOC に下ったら何時植付けてもよい。植付けは堆肥  

上に1明間隔でスポウンを小塊として行う。的2週間後托その上に約ユ吋の厚さに覆土する 。くの  

土は有事菌を殺すために蒸菊治毒したものを用いる。その後は大した管剋は要らない。4～5週間  

後に抹凌初の茸が穫れる。茸の収穫期間は約2ケ月舎続くからその間の諸條件は成る可く不変に鮭  

持する稜に努ゃる。収穫が終ったなら床に何も残さぬ槙東鶉って叉新しい堆肥で再び繰返して栽培  

する0部屋は毎年2盛使用旧来る。－・収穫期の収量は1りぐ平方当り1・5・ポンド位である場如ミ多い  
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栽培用虚子のスポウンを用いるに当っては種子の系統を礫ぶことがよいことである。系務は殆ど  

l 白い色の種親から淡褐色を寝て褐色の種類まで沢山把冴る。之等は色以外に革具はない。韻語業者  

以外のものでは料理し、或はスープやソースに用いるのであるから邑の区別は何ら重要さを有たな  

● いが白い茸を求めよと数えられた買手にとっては、白い茸は褐色茸より満足ずペきものであるに違  
■l  

いない。   

さきに述ヾた様にマッシュルームは古くから食用にされたが利用度は我が観で松茸、椎茸が何処  

の家慶でも使用される程晋偏的のものではない桟である。その風味と他の料理の風味を改善する効  

果を持っているといふ理由で珍重され、将に珍貿を好む金持の人々の聞で長い間用いられて釆た感  

がないでもない。・米所の年生産額3干潟ポンド、彿囲の干潟ポンドであることから競われる。第二  

次世界戦寧後からこの菌に対する関心がもたれ始めて新しい使途の研究が企てられている。  

第2部 人工肥培地に於けるマッシュルーム   

マッシュルー ム栽培に関する主な研究   

馬肥が食も得易く且つ平易な処理でこれに茸を生産することが出釆たという理由からこの茸の栽  

培床として唯一？ものであるよぅに用いられたので、このことが食も大事なことと・思われ膠である。  

進歩的な栽培者や生物学者は、野生に可成り多く発見されることと、その場朗には尊ぼ分解した有  

機物が豊富に見出きれること、席肥床では食もよく発生することを手がかりとして、生育の縫実な  
■  

僚確を探し求めた宋、良い壇壷肥えた床に植えて注意深く耽話をすもことであると結論した。ここ 一  

に到達するまでに永い間多くの学者達の研究が続けられたが卓のうちでも次に掲げる学者等の努力  

に負う処が非常に多い。1VaksT‡1ad氏によって培養に関する基礎的研究のなされたのが立脚点とな  

り、続いてLa一心be叫S七011er，Pi椚の諸氏の十連の研究を生んでいる。その他にもこれらに前  

後して多数の研究が各処で行われていたことは貰うまでもない。多くの研究の結果を要約すると、  

厩肥の分解程度を務まら鞄こと、最適の酸度を有たせること、物理的條件を良好とすることであ  

る。実際に之等の候件を満足する培養基を得るために次の枝に処理することが有葡としている。   

1ヾ分解度に就いて   

適度の醗酵分解を行うため紅堆横物は高過度に保たれ、800C も越える程劇しい反応を行う枝に  

する。この度應が中性か覇アルカリ性で進行する様に堆積物の績返しを度々行う。（この点に就い  

て螢近筆者の密接尋いた哉培豪の意見では梢々低く、（泊OC附近に止めるのが蔵書とし．ている）  
0   

2、培養基の酸度に就いて   

培養基の酸度はマ、ソシュルーム菌糸の生長と柑鍋適する食も重要な点で PIJ5．U－8．t〕の範南  

でのみ生育が行われる。最適値は 6．5 附近であると主張されてレ、る。これに関する多くの研究者  

の夫々の共助から決定したP〃償を次に掲げる。  

D．Freal・6．O A．DelnOlon6．．o～8．O W．S．Bea（：h7．0   

木村   6．27 N．月．Ⅰ｝izer6．0～8．O K．Fl壬もChs6．6～ア．O   

B．B．Stoller6．9～8．5  
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しかし菌糸が培養基中に繁茂した際生成する洪酸及び磋酸の作用の焉に、ノ培養基は次第忙酸性に  

， 懐き、途には生長可能か範固を越えるこ王は接種時のPlT を撰ぶにあたって是非考慮し酎ナれば  

ならない。このために石衣と鉄、アルミニウム、マンガン、クーブーム、蒐鈴の硫酸塩との併用によ  

って演衝作用を行庸二せる方法が、S七011er氏の特許になっている。  
1■   

3、物理的性質の改善に就いて   

PIzer，（．，00dwin，Sinden の諸氏は培養基の物理的性質を改めて好成嶺を収めた上報告Lてい  

るが、■これら著者の一致した意見は堆積の際、絨経線物質はCa化合物の添加があるとコロイド質  

の分散度を適度に制質するので馬肥の“Greasy＝な感髄が冷凍し、菌糸の発育に適する様把な  

り、従って発生率も増したと述べている。この目的の添加物とLては1・5－2・（）％の石膏、或は塩  

化カルシウム、漠酸カルシウム、硝酸カルシウムが用いられた0   

4、馬肥代用品の研究   

この間旛に就いての研究は、R印in氏（1897）〔によ？て小変稗とアンノモエアから目的物を得よ  

うとしたことに始まる。オーストラリアのNoble氏（1936）は（り牛肥4と小変梓1、（ロ）  

細事肥3－4と小変碍1、（ハ）濁発1ちち～2と小穿樺］・、の3種栗の堆肥を作り試みている0そ  

の頃フランスのDemolon氏（1935）は、馬肥1トンと小変碍1～3トンまでの混合剤合の堆肥  

を展素11－66ポンドの併用で作り、厳に叉趣く少量の馬糞と小奔稗1l、ンに対し炭素11－22ポ  

ンドを配合して3ケ月の長期堆積して作った堆肥を試用した。木村氏も楷藁と戯安から試み、其の  

■－ 他木島氏の研究もみられる。 ■   
之等夫々の方法で、其の当時牧めた成績は可成りのものであったが‥馴巴を使用する方が未だ有  

利であったことは認み急いわ桝こはゆかなかった0   

以上のことを明らかにしたので合成肥料の方漣も材料の避韓と肇の処理法によっては推察の馬糞  

接に代り、或は吏らにこれを凌ぐことが可能であろうと期待した。この目的の最初の試みとして席  

糞堆肥と物理的、化学的忙成る可く同じやうな状態を作り、これにマッシュルームを栽培してその  

最良の材料構成、生長の構構、牧率、生産費等を研究した。  

茸  験  結  果  

（一）供用材料と実施概要   

ユ、材 料   

供用材料としては藁禅満として大葬及裸沓稗（雨着を区別せす）／j、変碍、栢藁を使用の都度購入  

して用いた。   

肥料は硫安、硝安、石衣窒素、過肇酸石衣、滑石衣は肥料用を、底素、焼石膏は工菓用を使用した。   

種菌は撞木の自蔵で、京都森本臥高田洋茸より儀入した。   

土壌は附近耕作地の下層土Pガ6・3と山地のP∬二5．3のものに約石衣を混じた。   

2、堆積の方法   

堆肥は所要量の茹稗を四ツ勤し、夫々の配合割合によって屋外に仕込んだ。藁梓の約2倍量の水  
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を成る可く均等把撒きT充分に踏み：肥料をその上から添加L速攻堆積した。最初の堆積の形状は宿  

を精々広く 6～ア尺とし、高さも5尺に、長さを過食にとった。次の切透し後は暗も4－5尺に縮  

め、高さも4尺とした。   

∂、栽 培 床   

栽培床は当校本館地階に設けたものと妨式人工洞筒を利用したもので、平搾式を用いた。  
●   

4、培 養 法   

堆肥は熟成後席に引き込み、一様の厚さに魔し、多くはj翌日堆肥にJ．尺平方に1ケ宛、・指先紅て  

約2寸の雀と深さに孔を穿ち、これに適量の楼蘭を充填し、その上を同じ堆肥で軽く覆った。接種  

後2遅から3週間後1～1．5寸の厚さに覆土し、軽く撒水した。覆土の泊石衣量は10時に3～4  

貫を混合した。   

（二） 培養基の調鶉   

培養基を作るに当り特にP上ーをア・5－7・0 の程度にする故に肥料配合の上で工兵した。この値  

払従釆の栽培家のものより摘々高いが文献から推して最善と感じたので韓用した。   

昭和【2＄年2月より15例の堆肥を電々な配合で作成L硫安と堆肥のP月■の関係、石衣窒素の影  

響と硫安との組合、厩肥との比較、分解状態、成分等につき検討した。   

】、配 合   

藁樺量を100とした窒寮及び其の他の配合畳を表わすと次の通りである。  

歩1表 髄1合  比  

Ⅳ0．  藁梓の比 大小栢  窒素量  硫安卜個寮廃案    荷  姿  過燐酸  石  膏    滑石衣   
1  0．320  2．40b  

2  1，300  

3   0．500    1．14．7   

4  201  0．422  0．800   0．490   0．410  0．亜6  1．132  

5  0．813  

6  

7  1．110  

8  0．470  

9  1．000  
10  

11   

12  001  0．520  1．600  二l▼．000  0．700   
100  1．5bo  

15   13 14   】l）l  101  0．520 0．500 0．650  1．600 2．500 1．000  l．000  l．000  1＿．201）   

亨  

雲、配合順序の説明   

No．】 硫安、炭素と石膏の年畳を予め混合し、構込に添加し、食終幼返しの際滑石衣と石   

膏の残量との混合を追加す。  

No．2 積込みに石膏を撒布。  ．  
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No．き．No．4積込み・に石衣窒素、炭素、石膏の混合を、第軍功返しに硫安と石膏の混合、  

鹿鮭切返しに過燐酸〇   

No．5 礪安、稽安の混合を撒布して積込み、第2切題しに滑石衣、最終に過燐改と石膏を  

添加。   

No．6 硫安を積込に撒布。  
●   

No．7 構込みに硫安、：政経の切返しに過燐酸。   

No．8 No．1の方法によるo   

No．9 構込みに楕安を、最終切返しに過燐酸、石膚を撒布o   

No．11．No．12 No．13 酷込みに石衣窒素、第2切返しで硫安、薇時に過燐酸を添加。・   

No．14硫安にて積込み、第き切返しに渦石衣、最終切返しに過燐酸。   

No．15 炭素にて鋳込み、第1切返Lに硫安、第＄切返しに碑石衣、石膏、漫遊切返し曙過  

燐酸を添加。  
／   

堆積の横返しは内部の温度が上昇し、最高点に達した後、下降⊥・始めた将に行う0  

8、堆埼中の変化   

次に二三の実施例により堆積中の最高過度、P打の変化をみると次の通りである8  

最高過度とP月の変化  

月日  最高温度  C  P H  月日  最高温度pH  C   
硫安尿素  

2．25   声膏で積   3．25  62   
込  

3．8    65切涙  3．30  岩裳姦憩7・0   
3．11  71  4．2  66   

13  切返  6  切返   7．7   

1早  71  1 ウ  43   

18    切返  ■ 12  造床仁 7．8   

月日  最高甑鹿  C   Ⅳ P二円月日  最高況麿l  C  

石灰窒素  

3．20   姐莱、石  4．6  －71  

8  切言犀   

膏 鴫        29        30翠雲呑硫  

9  

10  

4●■；1三宝 ‖  

l  胆   

ー86－   



筋1図  准将【Pの泡度変化  

月日  最高温度  C   1 PH  月日  最高密度  C  P 一け   

9．19  尿 素   10．9  70   

硫安  

2ダ  77．0  17  73．5   

7．1 

10■：l76；：莞養  

滑石次  

イ  

′  

／  ／   

／   ＼   

＼  

＼、   

＿．＿．．＿ ＿．．＿＿＿・・－ゝ  

／‾  

／    〝一－‾‾‾ ‾‾や   

〆／   

£／  

√／と、  
次に堆積申の涯度変化を観察トた二三把就き図   

示すると次の通りであった。（第一図）   

（三）各様堆肥の醗酵状態と分解練兵 、一   

叢繹の分解を発熱状態と衣分量から判断すると  

大変稽葺は殆ど同程度に速く、小変稗が甚だ遅い  

これは－一般の見解とも全く一致している。小穿稗   

を嬰礪に堆積することは避けなけれぼならサ混合  

も分解を遮らすから注意が肝要である。   

分解によって、石友窒講は堆肥をアルカリ性と  

し、硫安が酸性にすることもー般の経馳と・】一－－り致し  

た。   

醇2来 聴胆の醸酵訳態と分解繚来襲  

ヽ  G．  
、－、、  
、＼・ 

口・・－－、主  

ケ‾ ‾  

J．「  

も．′  ／＼  
′ 七、  

＼q  

、 

＼  上  

一 

■    熟成後の堆肥  No．  謂撃   棚％圃琴憲射中甥商 
‖・三  

肝       71 庸．517．9 1．り 7．5 117   
6J63   64 別．014－．7 1．4 ¢．6 】．35   
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（四）熟成堆肥の化学的性質   

マッシュルーム栽培∂培養基として熟成厩肥の分解程度が適すか香かをその窒素、リグニン、衣  

分から判定しているのはWaksmim，Sto11e】・，Ware，氏等である。巽際にマッシュルーム菌糸が  

よく伸張した漂肥の衣分量はStollel・氏は】7％以上、Waksm配し氏はI5，4：％（窒素2・3G％）き  

Lている。筆者の実験例の堆肥は熟成後第二義の成分を示していた。この申の二≡を除いては熟度  

が適当であったようである0   

比瞭的良き発生と生産とを挙げたNo．4、No．5培養基の成分表を次に掲げる0（第3表）  

節3表 成 分 表 l  乾   物   中 ％   

す  

（五）マッシュルームの発生   

一般に晩秋の成増は順調であったが早春より始めた場合発生が遅れた0少畳の燐酸の添加が初期  

菌糸の発育を促進し、且つ華甲発生を早めたが、多量の燐酸が遅らせた○また発生の遅速、発生茸  

の品質の艮香は培栽床過と密接な関係があった。この他覆土の性状、時期も影響した○マッシュル  

ーム発生経過を示すと次の通りであった。（第4表）  

欝4未 発 垂 線 泡  

No．    u 接種月日  覆土月日  発琴月日  接種時 床組  発革時 床．温  接種一発琴 期間（日）   発生欺態   
1   4．．13   4．28   6．4   21．5   25．0  52   良   

2   Jl．13   ▲丸28   6．3   2三≧．0   27．0  51   不良   

3   4．．1ウ   5．4 6．3   23．5   22．0  45   良   

4．   10．10   10．23   l▼】，．13   26．0   18．0  34．   良   

5   ］0．1（）   1（）．23   11．13   24．0   18．0  34．   良   

6   3．12   4．1   5．6   15．0   21．0  55   不良   

7   3．1，2   4．1   5．1fi   14．0   18．0  65   不良   

8   3．12   4，．1   5・1＼   13．■0   17．0  50   良   

り   1．】．．7   1．L．2（i   12．22   20．0   15．0  45   不良   

10  

11   8．20   9．3   ウ．26   21．0   1ウ．0  3（i   良   

12   8．20   9．3   り．23   21．0   19．0  33   良   

13   ．20   9，3   9．23   21．．0   1．9．0  33   良   

l・1  

15   】．0．22   ］▼1．14   12．5   2‘1．．0   17．0  43  

●・   

（六）マッシュルームの収穫   

No．3 は冷房堂内で此較的適温に保ち得たもの，No．4、No．5 は季節が適した焉に最も充分  

な発生をみたもので収穫量は  
■  

丁88・T  



も■・・  

No．3  坪当  8010匁  

No．4  同  と摘2t）匁  

No．5  同  7022匁  

であった。其の他No．11、No．］2、No．18、は現在収穫中であり、No・14、No．1百、は今径に  

発生をみる筈であるが現在の菌糸の繁茂状態から好収穫盈期待している。No．1、No．8、は発  

生の状憩及甲牧修したマッシュルームの品質も良好であったが季節の不適から長期の収穫が出釆な  
■  

かった。   

外囲での落莫的規模の栽培で埠時に換算して4・4～5・5貫で満足している0我が国では7－哨以上  

が望まれている。この葺達は主として厩肥中の先棒の睾轟から逸るとみられている。   

伺叫超の厩肥の場合同一面積からの収楼畳はそれに収容された暦肥の重畳が檜すに従い増加した  

ことを木島氏は砕かめている。この様に種々の條件を考慮l．なけれぼならず、人工堆肥の生産力と  

従来の暦肥のそれとの正l′い此敏は簡単ではない。   

実験例No．4とNo．5との牧穫畳（各牧穫lヨ進め盛計）と堆肥量とを示すと次の通りである。  

第5表の数値から雨堆肥の単位乾物  

豊から生産する†ツシェルームはNo．  

4は0・659、No．5，は0．6打となる。爾  

堆肥からの給牧樽盈は一見して曹l．く  

異るが、しかも同程度の生産能力（収  

穫率）を有するとみて差支えない。  

茸験結果の考察  

トづ配合窒素の問題   

さきに述べた通り石衣窒素堆肥はア  

ルカリ性を晃するが、その程度忙よつ  

ては全くマツシ・ユルーム常糸の発育は  

停止する。堆肥輿造には相当量の添加  

が必要であるためこれだけを使用する   

節5衷 収 穫 衷  

†
 
 

とアルカリ性に懐き過ぎるから硫安と併用lノて（同   

峰把混合するのではない）酸度の調整を図るべきで  

．ある。硝安、炭素はその点東灘である。  

一般に配合する窒素量を増すと械経常の分解虞が   

進む0このことは最高湿度も高く、高野持続期間も   

づ睦び、堆肥申の衣分量が増加L．ていることから了解   

似釆る。窒素分も当然増している。  

マッシュルームの各部分に裁て成分の比較をNo．  

・＿89・＿   

節6衷 マッシュルーム各部の成分表  



一  ■  

1  

8から生産Lた茸で調べたが、第6表の通りで部位による差異は認められないが窒素分に欝んでい  

ることが明らかにされた。   

マ、yシュルー｛の増車基としての堆肥の性質は培葦の前後に晋l一い変化を示す。 （第3表、鞄ア  

表参照）  

培養後金窒素の増加するのは原  

堆肥の有椀物の消耗にもよるが主  

として堆肥中に伸張した蘭糸件の  

・ためである。   

茸の構成分に変る窒素は培養基  

の全姿素量の28～29％に達してい  

雰7蓑 マアシユルーム増餐後の堆肥成分（拷牽前は前田）  

た。その他、堆肥申及び土中にある菌糸慄著しい畳であるからこの菌糸も含めると之等の生成に消  

費する窒素量は琴に増加する0これは堆肥中から補給されなけれぼならない0この日的の人工堆肥  

を作成するためにこれに配合する窒素量を如何に定めるかは畢要なことである0   

通常の新鮮現肥は窒素をWaksman氏は0・43％（水分ア0％）ウオルフ氏は宴素0・58％（水分  

71．3％としている。雨着の蛮窮の乾物％は夫々1・43％、2・00％であって、風乾草碍1脚に配合する  

窒素畳に換算すると、約0．G80貫、1・170巽に相当する。No・15はWakslnan氏の蛋素量に近づけ  

た例であるが、ウオルフ氏の分解株件まで配合窒素を増加することは実施困難である0（風乾藁稗  

は水分14％、窒素0．55、とす）   

（二）放高収穫の條件   

菌床の状態、堂狼管理の満足なとき当然収穫の増加を期待出釆るが、人工肥栽培で菌床邁成の  

際留意すべき点は既肥と物胡泊勺陳件が異っているために取扱上手加減の要ることである0其梓は分  

解後も宣教性を可成りの程度保持していて、厩肥が軟化した後も碑着性を帯びている状態とは重く  

異るものである。この償同は配合窒素畳を増加L′、給養の混合率を増大するとき滅ずる0例えば同  
⊥－一程度の精度ではNo．6の熟成堆肥は約1叫質で8寸層2・5坪の栽培床を占め、No・15は4寸郎・5  

坪に140貰を要した。斯様に構成した雨増萎基の組織は粗祈の賽が甚だしく、堆肥の重量基以外に  

収穫の優劣の要因となる。従って坪当収穫の増大を欲す為ならば菌床盈邁る際にはNo・15の如く多  

量の窒素を添加して充分な分解を起さしめ反應完結に近い堆肥を特に強く跨鷹L・て同数、且つ蘭膵  

の厚さを厩肥の：場合より過大にすることである0  

生  産  費   

生産費は時期により或は使用材料の毒異により相当の変動があったが製遭当時の倍格で計算する   

と次の通りであった○  

壬   

．－ 90t－．  



各樺堆積材料購入畢僻表（同／質〕  

次に10坪の栽培に必要な材料及び努力費を摘げると次の通りであった0  

材  料  費  

栽培中の所要人員は亡の地  

帯の揮・取と菌床必管理に必要  

であるが、栽増面積と所要人  

■ 貞との関係は経費の合ヨ塑化上  

蔑も欄要なものの一つであ  

る。上表には覆土に匿うた土  

労 力 螢（日算40n酎）  

∴‥、  劇■．．‥．■l                l  
壌の許際を省略し、叉廃床の利用慣偲も除外してある。この廃碍は第7表に示した通り蛋賛、加  

盟、燐酸に富んでいる0酸性を有する点に留意し、施用港を誤らなけれぼ有効な肥料である。   

各種培養基の所要費とマッシュルームの翠個   

所要費合計額（川嘩当）  

No． 4  8ア35円  

No． 5  785】円  

・No．18  9申1「可  

No．15  10462円   

マッシュルームの翠償（1kg当り）  

■l  

－．91←■－   



マッシュルーム水煮終語生産費概算  

ア・号繕4打入l薗当  201別当  

内  訳  

単條（平均） 金額   

生マッシュルーム  25．6kg  銅，6円  丁場9円   

欒  品  代   

基 経 代 金   

諸  経  費  

挿話襲達各工程の歩留   

7骨牌4打1砲当  25．Gkg，  川吼％   

石付除去後  1～；．4  nO％   

ボイル調理後  ・8．5  33％   

欒品固形量  ．  3∩タ左  

絶   

4  

′   

（－）マッシュルーム栽培を各種の人．工肥床で試みた結果、茸の発生もよく昆つ生産費も安倍で  

あるため共用可能である二三の方津を見出した○   

（二）満足すべき人工肥の構成は次のものである0   

（三）厩肥と比較した本法の長所は次の通りである0  

1、清浄な材料が一軍の品質で何処ででも平易に入手仇釆る0   

2、原材料より築造される熟成堆肥量催］・別）％以上である0   

3、含水量或は物理的性質による影響は嘩肥ほど飲助でないから調製し易い0   

4、マッシュルーム生産能力は喫肥に劣らない。堆肥の乾物1・耳当り茸650匁を生産した。   

（四）欠  点  

1、 

2、熟成後の容研が比較的大きくて瀬顔上精々不便である0  

（五）本方港による収穫の増大、品質向上、経費の低減に関して厳に今後の研究の必要を認め  

斉：。  

本研究には葡拝観総称式会敢の指示並びに援助を受け、当校農園部各位の協力を得た0  

・－ 92－・  
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